令和3年度　第2回常任理事会議事録
開催日時：令和4年2月26日（土）　14:00～16：00　
開催場所：Web開催
出席者：三輪光良　大平知之　小池正紘　齋藤茂治　河村裕介　佐野裕一　峯重正紀
山本公志
欠席者：　なし
　以上、定款第35条・38条の規程により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 三輪光良が議長となり、定款第35条に基づく出席者の中より、議事録作成人として山本公志常任理事、議事録署名人として小池正紘副会長と佐野裕一常任理事を選出した後、次の議案を付議した。
1. 第78回総会について
三輪会長：理事会までに総会の方向性を決めたい。
三輪会長：開催方法について昨年度と同様、Web配信と会場とのハイブリット開催でよいか。あと参加できる地域を絞っていきたい。萩・長門は開催地域なので当然参加していただく。昨年度から3地域開催としたため、今回は宇部・小野田、下関地域の協力となる。下関は現在新型コロナウイルスの感染が多いが、どのようにしたらよいか。
山本常任理事：萩・長門地域のみの開催ではだめか。
三輪会長：萩・長門地域だけだとかなりスタッフが少なくなり難しい。
山本常任理事：昨年度は、駐車場係があまり必要なかったので、駐車場係の担当を無くしてはどうか。
三輪会長：今年度は駐車場係の人員を減らそうと考えている。
三輪会長：昨年度は、西側地域の理事も出席しないようにお願いしたが、今年度はどのようにするか。常任理事は全員参加してもらった。
大平副会長：学術委員も参加してもらった。しかし、乳がん部会、胃がん部会のメンバーには遠慮していただいた。
三輪会長：理事は東側の関係地域理事のみ参加してもらった。今回も同様にするのであれば、常任理事全員と下関地域理事と宇部・小野田地域理事になるかと思う。参加者は萩・長門地域の会員となる。現状ではそのくらいの人員で開催したいと思う。5月の状況がよければ、参加者制限を緩めてよいのではないかと考えている。大筋こういう方向性で進めていきたいがよろしいか。
全員一致で賛成
三輪会長：第78回総会は萩・長門地域会員、宇部・小野田地域理事、下関理事、常任理事、学術、でおこなう。名誉会員の招待はおこなわないこととする。
三輪会長：今回は日本診療放射線技師会　上田会長をお呼びしているので県民公開講座の後、30分程度のご講演いただこうと考えている。
三輪会長：総会終了後昼までに時間が空けば、学術を入れてもよいと考えているがどうか。
峯重常任理事：現段階で応募はきていない。締め切りを3月中旬まで伸ばそうと考えている。
三輪会長：発表者については、昨年度は現地に来ていただいたが今年度も同じでよいか。
峯重常任理事：昨年度と同様なら、演者1名と共同演者1名まで現地に参加できた。
三輪会長：今年度も昨年度と同様とする。
峯重常任理事：学術大会は午前と午後の2部とすればよいのか。
大平副会長：応募件数次第になる。応募が少なければ分ける必要はなくなる。
三輪会長：もし応募が多ければ、午前にも振り分けるという想定はおこなっていてほしい。
三輪会長：上田会長の講演に私が座長をするので、県民公開講座の座長を副会長のどちらかでお願いしたい。
小池副会長：私がおこなう。
三輪会長：総会の準備としては、ポスターの案まではできているのは確認している。
三輪会長：開催の方法は大筋決まったので、次回理事会にて承認をもらうこととする。
第7８回総会学術大会の開催方法について第4回理事会の議案とする
2. 令和4年度　理事会　常任理事会　日程について
三輪会長より資料をもとに来年度日程について説明された。
全員一致で賛成
令和4年度の理事会、常任理事会日程について第4回理事会の議題とする
3. 令和4年度　事業計画について
三輪会長より資料をもとに来年度事業計画について説明された。
三輪会長：会員の職業倫理を高める事業として、技師長研修会を復活させたいと考えている。現在、委員や理事の後任などを探すのに困っている。各施設の技師長に来ていただき、技師会の事業や現在困っていることなどを説明をしたりして、技師会運営のご理解ご協力をお願いしたりしたい。過去はおこなっていたが、フレッシャーズセミナーができたことでストップしたため10年くらい開催していない。是非とも復活させたいと思っている。
三輪会長：告示研修をこの5年間くらいはやっていかなければならない。今回計画していたものは、新型コロナウィルスのため中止とした。来年度は3回の開催を企画したいと考えている。会員が約500名いるので十数回はおこなわなければいけない。5年で考えると年間3回以上はおこなわなければならない。現在ファシリテーターが6名いるが、5年間同じ人にしていただくと大変なので告示研修を受けた方にWebでファシリテーター研修を受けていただきファシリテーターを増やしていく方向としたい。
小池副会長：全国国立大学から、大学病院は個別に告示研修をおこなって欲しいとJARTに答申書があがっていると思うが、何か情報はあるか。
三輪会長：そういった話があがっているのは知っているが、まだ何も決まっていない。
小池副会長：もしそういったことが決まるのであれば、山口大学の会員は当会が主催する告示研修に参加しないほうが一般の会員が受講しやすいのでは考えている。
三輪会長： JARTに確認することとする。
令和4年事業計画について第4回理事会の議題とする
4. 令和3年度　事業報告について
山本常任理事より別紙にて令和3年度事業報告の説明をおこなった。
三輪会長：山口県内の放射線治療ビームの統一に関する活動について、今年度活動があったか再度確認したい。また、当会の事業にあがっているか再度確認したい。
山本常任理事：各研究会への後援について、下関乳腺画像診断カンファレンス代表の高山会員より研究会が閉会された報告があり、本年度の研究会後援より除外している。
令和3年事業報告について第4回理事会の議題とする
5. 令和3年度　事業支出について
河村常任理事より資料をもとに事業支出について説明された。
河村常任理事：公益事業の目標支出額は279万円で、現在は300万円くらいの支出があり計画どおりにきていると考えている。ギリギリの支出だと県から指摘を受けた場合計画に満たない場合が出てくる恐れがあるが、現状だと大丈夫だと思う。
令和3年事業支出について第4回理事会の議題とする
6. その他　CSFRT委員会立ち上げについて
三輪会長：CSFRTの準備をしなければならない。日程は確定したので早急に動いていかなければいけない。先ずは委員を決めなければならない。
小池副会長：まだ委員を決めるところの段階ではない気がしている。まずは実行を進める人間を決める断がまだ全くできていない。皆に指示する系統もまずない。三輪会長、大平副会長と私、あと副実行委員長を入れ、そこで話をして皆を集めなければ収拾がつかなくなる。
三輪会長：その話し合いを近々おこないたい。私が技師会側大会長、小池副会長が技術学会側大会長、実行委員長を大平副会長が務める。副実行委員長を決めたいが、山口大学にお願いすることが多くなると思うので、山口大学から選出してほしい。
大平副会長：副実行委員長はできれば山口大学から出してほしい。以前のCSFRTで座長を決めるときに大学に集まった。できればそういったことをまとめられる人にお願いしたい。
小池副会長：甲谷副技師長と、久富副技師長にメンバーに入ってもらいたいと思う。
三輪会長：是非お願いしたい。一度そのメンバーで話し合えるよう3月中で日程を調整したい。
CSFRT委員会立ち上げについて第4回理事会の議題とする
7. その他　慶弔の会誌掲載について
大平副会長：楠本事務員から尋ねられたが、会員の親等に不幸があった場合、会誌（放射線やまぐち）に掲載するというのがあるが、掲載の必要があるのかということであった。掲載を希望されない会員もいるとのことだった。
三輪会長：弔電等が不要で技師会からの支出がない場合は掲載の必要がない。しかし慶弔規程に従い支出をした場合、何も申し出がなければ掲載している。その他慶弔関係で支出をしたものについては掲載するようにしている。
慶弔の会誌掲載について第4回理事会の議題とする
8. 講師料について
大平副会長：教授、院長、助教授、副院長以外の医師の講師料が他県技師と同額であるのはおかしいので、教授、院長、准教授、副院長を上限5万円として、5年以上の医師は4万円とするのはどうかという提案と、フイルムカンファレンス講師もシンポジストのようなことをしていただいた方については1万円程度出してもよいのではという提案である。
次回理事会にて検討していただきたい。
講師料改定について第4回理事会の議題とする
一般社団法人山口県診療放射線技師会　令和3年度　第2回常任理事会
議事録作成人　山本　公志
会長      三輪　光良
議事録署名人　 小池　正紘
議事録署名人　 佐野　裕一
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